
平成２２年度 総 括 評 価 表 徳島県立富岡東高等学校（本校 全日制）

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点課題 重 点 目 標 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

中 高 一 貫 教 《全校レベル》 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ・中高合同での学校行事 中高の連絡会議の定期

育 を 推 進 す ［１］ 重点目標：［１］ 重点目標：［１］ （評定） 等によって，お互いの交 的な開催。特に，特別活

る。 中学・高校それぞ ・中学生と高校生の交流充実を ・学校行事等において，可能な限り合同 流が深まっている。 動や学習指導，生徒指導

れが相乗効果を生み 図る。 で行った。 Ａ 面での連携の強化。

出し，本校の活性化 学校行事，生徒会活動，部活

に役立てる。 動

［学力向上検討委員 ・中高教職員による教科会を実 ・国語科は中学校の授業者が参観研究授 （所見）

会・教務課・進路指 施する。 業を行った。 中学・高校合同で行う集会や

導課・特別活動課］ ・中高教職員による授業交流や ・中高の違いや自己を振り返るきっかけ 富東祭・部活動等に取り組む中

進路研究会を行う。 となり有意義であった。 において，中学・高校の交流が

≪下位組織レベル≫ ・中高一貫教育を生かした教育 ・枠組みはできつつあるものの，教育内 深まるような工夫努力を積み重

中高一貫教育の特 課程の編成と教育内容の創造。 容の具体的創造まではできていない。 ねる。

徴を生かし，生徒一 活動計画 活動計画による実施状況

人ひとりに応じた学 《全校レベル》 《全校レベル》

習指導・授業展開の ・中高相互の授業見学，研究授 ・中高相互参観授業や３年次研修，初任 各自が反省や工夫をして，授

実践。 業及び研究協議を行う。 研の研究授業と協議を行った。 業力アップにつながった。

［各教科］

≪下位組織レベル≫ ≪下位組織レベル≫ 各下位組織自己評価

［ 教 務 課 ・ 進 路 指 導 課 ］ ［ 教 務 課 ・ 進 路 指 導 課 ］ ［ 教 務 課 ・ 進 路 指 導 課 ］

・教科（科目）ごとに教育課程 ・教科ごとに次年度の教育課程を検討 各教科会で教育課 ・ 6 年間を見とおしたシ 中高の連絡会議の開催

を検討し，編成する。 し，それをまとめて編成した。 程とシラバスを検討 ラバスの作成が必要。 によって，中高一貫教育

・シラバスを作成する。 ・各科目ごとにシラバスを作成した。 Ａ し，満足のいくもの の教育内容を確定させて

・面接を通じて，将来のことを ができた。 いく努力をする。

考えさせ，自発的活動を促す。

［特別活動課］ ［特別活動課］ ［特別活動課］ 中高一貫教育に係る教

・富東祭（文化祭・体育祭）を ・富東祭（文化祭・体育祭）に中学生も 中高一環教育開始 育課程等を積極的に外部

中高合同で開催する。 参加させるという形（中高合同）で開催 の初年度であるので， へ広報する。

・部活動で中高合同の練習を行 した。 Ａ 試行錯誤しながらも 中高の部活動顧問の連

う。 ・部活動についても，活動場所に配慮し 工夫して実施できた。 携をより一層密にする。

ながら中高合同あるいは単独で活動し

た。
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自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点課題 重 点 目 標 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

地 域 に 開 か 《全校レベル》 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
れ た 特 色 あ ［Ⅱ］ 重点目標：［Ⅱ］ 重点目標：［Ⅱ］

る 学 校 づ く ・特色ある学校づく ・学校評議員会・関係者評価委 ・学校評議員会及び関係者評価委員会を （評定）

り を 推 進 す りを推進する。 員会を年間 2 回開催し，意見を 年間 2 回開催できた。

る。 ・「学校評議員制度」 聞く機会を設ける。 Ａ
等，地域の教育力の ・ホームページを定期更新（月 ・ホームページの更新は毎月 7 ～ 8 回程 ・ホームページの更新や ホームページの質の向



活用とともに，地域 2 回以上）する。 度できた。 『ひがし倶楽部』発刊は目 上に努め，すべての課で

住民に学校の活動を ・『ひがし倶楽部』を年間 8 回 ・『ひがし倶楽部』は 10 回発行し，小中 標をクリアできた。 ＨＰの更新ができるよう

周知し，地域に信頼 発刊し，小中学校等に配布広報 学校，教育委員会へ配布広報した。 努める。

される学校づくりに する。 ・中高一貫校のメリット 富東中学生の保護者に

努める。 ・ PTA 総会の参加保護者 50 ％ ・総会参加率はわずかに 50 ％を割った。 （所見） を生かして，早い時期から 対しても，大学見学，研

以上をめざすとともに，創立百 創立百周年への同窓会の取組は，準備委 中学生体験入学に参加して 大学進学等を見据えた行事 修会への参加を積極的に

周年にむけた同窓会の取組を推 員会や実行委員会を開き，事業内容等を 「とても良かった」が 67 ％（昨 へ参加を啓発していく。 呼びかける。

≪下位組織レベル≫ 進する。 決定した。 年 62 ％）。
① PTA 活動の充実・ ・大学視察等， PTA 研修会を実 ・神戸と大阪方面の大学等で見学や研修 教職員が「熱心に授業に取り

促進に努め，教育活 施する。 会を行った。 組んでいる」「様々な工夫をし

動全般について，保 活動計画 活動計画による実施状況 ている」と答えた生徒は 80 ％
護者との連携を図る。 《全校レベル》 《全校レベル》 を超えている。

［総務課・進路指導 ・中学，高校，全日制，定時制， ・地元企業の経営者から講演していただ 「学校行事は適切で，楽しい 百周年を見据えて，外

課］ 商業科，普通科，看護科など多 き，生徒の人間性等の自己研鑽に役立て ものである」と答えた生徒 88% 部講師による講演会等を

様な課程や学科の特性を生かし た。 を超えている。 積極的に開催する。

た特色ある学校づくりをする。

②学校行事を充実さ ・地域の教育力を活用するため，

せるとともに，積極 学校運営について，有識者から

的な公開に努める。 意見を聞き，学校運営に反映す

富東祭・中学生体 る。

フェスタ等の実施。 ≪下位組織レベル≫ ≪下位組織レベル≫ 各下位組織自己評価

［特別活動課・体育 ［ 特 別 活 動 課 ・ 体 育 科 ・ 教 務 ［ 特 別 活 動 課 ・ 体 育 科 ・ 教 務 課 ］ ［ 特 別 活 動 課 ・ 体 育 科 ・ 教 務 中学生と協力して，全

科・教務課］ 課 ］ 課 ］ 校あげたボランティア活

・生徒会役員等を中心に地域の ・生徒会役員等を中心として，地域の老 生徒会は生徒会長 動を複数回実施するとと

③中学校との連携を 様々なイベント・行事等に参加 人（高齢者）体育大会や成人式にボラン を中心に自主的によ もに，広く地域への広報

強化する。 し地域社会との交流を進める。 ティアとして参加するなど，交流に努め く活動できた。地域 活動も行う。

［教務課・進路指導 ・総体時には応援バスを出し， た。 [特 別 活 動 課 ] との積極的な交流と

課］ 学校あげての応援態勢をくむな ・総体や選手権大会の決勝戦に応援バス いう面でも貢献でき 公開授業等の学校開放

ど文武両道を実践する。 を出すなどして，学校をあげた「文武両 Ａ た。 の広報について，より効

・ホームページ上で部活動の活 道」を実践できた。[体育科] 応援団の編成によ 果的な方法を検討する。

躍や進路実績等の情報を提供す ・公開授業は 10 月 24 日（日）に実施し り，学校あげての応

る。 た。 援態勢を組み「文武

・学校の活動を広く地域住民に 両道」を実践した。

広報する。 ホームページ上で

・公開授業の実施。 『ひがし倶楽部』等

を通じて学校の活動

の様子を広報できた。

［総務課・各学年］ ［総務課・各学年］ ［総務課・各学年］

・総会の行事内容を保護者のニ ・ＰＴＡ総会の午後，各ホームルームで 担任と保護者の理 中高合同のＰＴＡ総会

ーズにあったものになるように 保護者懇談会を実施した。 解が深まった。 の進め方を再検討する。

工夫し，総会欠席者は，総会資 Ｂ
料の配付や三者面談時に総会内

容に触れる。

・保護者との情報交換を行う。

［各学年・各教科・教務課・進路指導 目標③［各学年・各教科・教務課］ ［各学年・各教科・教務課］

課］ ・中学生体験入学は 8 月 18 日（水），ふ 体験入学は 465 名， 「ふれあいフェスタ」

・中学生体験入学，ふれあいフ れあいフェスタは 8 月 1 日（日）に実施 Ｂ ふれあいフェスタは では，内容の検討と広報

ェスタの各参加者 500 人超をめ した。が， 500 名は超えなかった。 240 名であった。 活動をより早い時期に行

ざす。 今年の説明会は， う。また，小学校への広

・保護者向け進学説明会を実施 ・保護者対象の進路説明会を実施した。 Ａ 学年で協力して内容 報を積極的に行う。

する。 （ 1 年 87 名 2 年 89 名 3 年 133 名出席） を吟味した。
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自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点課題 重 点 目 標 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

授 業 に 対 す 《全校レベル》 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ・授業研究の充実などを 学習意欲や授業の予習

る 生 徒 の 学 ［Ⅲ］ 重点目標[Ⅲ] 重点目標：［１］ 通じて，高い水準の授業 復習への取組をさらに向

習 意 欲 や 充 授業の改善・工夫に 学習に対する意欲や達成感の ・学習に対する意欲や達成度は， 83.1% （評定） づくりを推進しているが，上させるには，授業の中

実 感 の 向 上 よる生徒の学習意欲 向上 の生徒があてはまると回答。保護者の 各教科ごとの総合的な満 で予習復習の重要性を意

を 図 り ， 生 や充実感・達成感の → 70 ％以上 89.7%が授業が学力向上につながってい Ａ 足度は， 84.2%～ 95.4%と 識づけ，そのポイント等

徒 一 人 ひ と 向上 ると答えている。教職員は熱心に授業に 差がある。 を指導する必要がある。

りの学力向 取り組んでいるとの回答は 91.0%
上をめざす。 重点目標：③ 重点目標：③ （所見） ＲＲＣ（授業理解度確

一週間の総家庭学習時間 生 徒 の 授 業 へ の 満 足 度 は ・授業満足度は， 83.1%と 認テスト）や課題テスト

（考査前～考査中） 83.1%であった。昨年度と同数 おおむね高い。（昨年と 等によって，学習意欲を

≪下位組織レベル≫ →一人平均 30 時間以上 字であった。 同％） 喚起させる内容・形式と

①授業公開や教員研 一週間の総家庭学習時間は， なるように一層の改善に

修会，授業評価を通 活動計画 活動計画による実施状況 平均 32.7 時間。目標を達成した。 ・家庭学習時間は， 31.2 努める。
じた教員の指導力の 《全校レベル》 《全校レベル》 時間のみでなく学習内容の調査 時間（ 1 回目）， 34.2 時間（ 2
向上 ・学力向上検討委員会において も必要か。 回目）と目標をクリアでき 教科会においても，授

［学力向上検討委員会・ 生徒の学力向上を図る授業の展 ている。 業のみでなく，家庭学習

教務課・進路指導課］ 開を促す。 も視野に入れた総合的な

指導方法を検討していく

必要がある。

②生徒一人一人に応 ≪下位組織レベル≫ ≪下位組織レベル≫ 各下位組織自己評価

じた学習指導の実践 ［ 学 力 向 上 検 討 委 員 会 ］ ［ 学 力 向 上 検 討 委 員 会 ］ ［ 学 力 向 上 検 討 委 員 会 ］

［各教科会］ ・研究授業・公開授業・外部講 ・中高間による授業の相互参観や初任者 相互授業参観や協 民間教育機関の研修に

師招聘による教員研修，授業評 の授業研究を実施して，よりよい授業へ Ａ’ 議を重ねて，授業へ 参加した教員の研修成果

価アンケート等を実施する。 の検討を重ねた。 の工夫が広がった。 の共有化を，各教科全体

③効果的・能率的な で今以上に図る。

［各学年・各教科・進路 ［各教科会］ ［各教科会］ ［各教科会］

指導課］ ・教科（科目）ごとに設定した ・一人ひとりの生徒に応じた授業を実践 一人ひとりを大切 中高合同の研究授業，

研究テーマに基づく授業を実践 するとともに，適度な課題を出して生徒 にした授業はできて 授業評価の機会を拡充す

し，さらに相互評価を通して， の実力アップを図った。 Ａ いると思われる。 る。

よりよい授業の指導方法を研究

する。

［各学年会・各教科会・進路指導課］ ［各学年会・各教科会・進路指導課］ ［各学年会・各教科会・進路指導課］ 家庭学習時間等の調査

・教科担任は課題を出し，ホー ・毎朝，学習記録を提出させ生徒の学習 各ホームルーム担 については，経年変化等

ムルーム担任は学習記録表を提 状況を把握して指導した。 Ａ’ 任がよく尽力してい を分析し，その結果をも

出させる等，家庭学習習慣が定 ・課題提出や小テストを定期的に実施し る。 とに対策を策定する。

着するように努める。 た。

・週末課題や日々の課題を出すことによ Ｂ 課題等による学習

って，家庭学習習慣を定着させる努力を はできているが，自

した。 分で考え取り組む姿

勢が，まだ不十分に

思われる。
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自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点課題 重点目標 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

基 本 的 な 生 《全校レベル》 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 各評価指標ともかなり

活 習 慣 に 対 ［Ⅳ］ 重点目標：［Ⅳ］ 重点目標：［１］ （評定） 高い目標達成レベルにあ

す る 生 徒 の 基本的な生活習慣に 生徒の生活習慣への満足度 ・ 87.7%が満足している。良好ではある るので，より高い目標に

意 識 の 向 上 対する生徒の意識の → 90 ％以上 が，さらなる向上を目指す。 Ａ 向けて，新しい評価指標

を図る。 向上 重点目標：① 重点目標：① （所見） についても検討する。

チャイムが守れる生徒 ・遅刻をしない 91.9%（生徒） チ ャ イ ム が 守 れ る 生 徒 は ・あいさつ，服装やルー

→ 90 ％以上 ＜昨年比 4.3%減＞ 93%であった。全校的な取組 ル，マナーの遵守につい 中学生と協力したあい

≪下位組織レベル≫ の成果が現れている。 て生徒の自己評価は 90% さつ，マナー向上の活動

①生徒にチャイム 重点目標：② 重点目標：② マナー向上や時間を守るた を超え，良好である。一 を生徒主体で考え，実施

（時間）を守らせる 服装・頭髪の決まりが守れる生徒 ・全体 91.5%（昨年 91.7%） めの取組をさらに行っていく 部生徒の駐輪場でのマナ する。

習慣づけ → 90 ％以上 （商） 93.3%（普） 91.1% 必要がある。 ー違反があり，今後向上

［学年会・生徒指導 （ 1 年） 91.7%（ 2 年） 91.0%（ 3 年） 91.7% 生徒(66.6%) 保護者(83.5%) させていく取組が必要で

課・各教科］ 重点目標：③ 重点目標：③ ある。 ６年間のスパンで豊か

豊かな人間性を育むために学校行 ・ 88.4%の生徒が学校行事に満足してい な人間性を育む学校行事

② 全教職員による服 事を積極的に計画する。 る。 を検討する。

装・頭髪・マナー等の 学校行事への満足度→ 80 ％以上
指導の徹底 各学年団，各課の連携によ

［生徒指導課］ り望ましい生活習慣の育成に

③中高一貫を念頭に 活動計画 活動計画による実施状況 いる。

おいた学校行事展開 《全校レベル》 《全校レベル》 保護者の生徒指導方針への

の工夫 ・生徒指導課が中心となって ・「昇降口指導」や「服装デー」等で担 賛成 87%，生徒 62.4% 昇降口指導や服装デー

［特別活動課］ 全教職員間で共通理解を図り， 任副担任が中心となって，生徒指導課と で違反により指導される

望ましい生活習慣の育成に努め 連携協力して指導にあたった。違反があ 生徒は，数パーセントで

る。 った生徒の事後指導も指導事項の共通理 ある。事後指導の担任・

解を図って行っている。 学年間の共通理解を図り，

≪下位組織レベル≫ ≪下位組織レベル≫ 各下位組織自己評価 指導の統一性を図ること

目標①［学年会，生徒指導課，各 目標① ［学年会，生徒指導課，各教科会］ ［学年会，生徒指導課，各教科会］ が課題である。

教科会］ 各担任は主体的に行

・ＨＲ担任と教科担任は，始 ・「富東タイム」の設定により，担任は 動できている。 教職員間では，「チャ

業のチャイムを教室で聞く。多 職朝が終わるとすぐ各教室へ向かってい Ａ 限られた授業時間を イムを教室で聞く」こと

遅刻者については，保護者への る。遅刻の多い生徒への指導や家庭連絡 フ ル に 活 用 で き て い は定着している。今後は，

連絡を密にする。 もよくできている。 る。 生徒がチャイムとともに

授業に取り組める体制づ

目標②［生徒指導課］ 目標② ［生徒指導課］ ［生徒指導課］ くり（指導）が課題であ

・ホームルーム活動，全校・ ・生徒：マナー 84.7%（昨年 83.6%） 生徒の数値は少し向 る。

学年別集会を通して服装・頭髪・マ 保護者：マナー 86.1%（昨年 86.2%） Ｂ 上した。

ナーについての自覚を高める。

目標③［特別活動課］ 目標③ ［特別活動課］ ［特別活動課］

・部活動紹介や部登録の時間 ・入学後の早い時期に部活動紹介や部登 １年生は原則全員入

を設定し，入部を促す。 録の時間を設定した。複数部可能のため， 部としているが，2 年 3

入部率 100%以上を達成できた。 Ａ 年生においても入部率

100%以 上 を 達 成 で き
た。



平成２２年度 総 括 評 価 表 徳島県立富岡東高等学校（本校 全日制）

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点課題 重 点 目 標 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

生 徒 の 個 性 《全校レベル》 評価指標 評価指標による達成度 総合評価 ・体育文化後援会の援助

を 活 か し た ［Ⅴ］ 重点目標 重点目標：［１］ もあって，体育部・文化 全職員で本校の目指す

文 武 両 道 の 部活動・生徒会活動 ・部活動の加入率（ 1・ 2 年） ・文化部，体育部ともに活発な活動が行 （評定） 部ともに十分な活動がで 文武両道を再確認する。

教 育 を 推 進 ・各種委員会活動の → 100 ％をめざす われ，すばらしい成果をあげた。 きている。

する。 活性化に努める。 ・四国大会，全国大会出場部数 ・複数部可能のため，入部率 100%以上 創立百周年に向けて，

［特別活動課・学年 の増 を達成できた。 Ａ 文化部の協力体制を確立

会］ ・文化部のコンクール等参加を する。（放送部による富

促進する。 東記録ビデオ作成等）

生徒一人ひとりの進 重点目標：③ 重点目標：③ （所見）

路希望の実現に努め ・生徒の進路について検討会を ・ 4 回検討会を実施した。（ 1 学期末・ 2 検討会を 4 回実施し，担任と 検討会へは，３年以外

る。［進路指導課（進 行う。 学期中間・ 2 学期末・センター試験後） ともに生徒の実力把握と進学に の教員の参加を積極的に

学）（就職）・各学年 ・難関大や医歯薬系の合格者 ついての知識を深めてもらい， 呼びかけ，今以上の全校

会・商業科］ 20 名以上をめざす。 進学指導力の向上が図られた。 あげた受験指導体制構築

・インターンシップを体験させ ・就職内定率は 100%（ 2 月末現在） 特別活動については，全体的 を行う。

≪下位組織レベル≫ て，自分にあった職業を選択す に高い評価（生徒 89.3%）を得
①顧問会議等の開催 る契機とし，就職内定率 100 ％ ている。また， 91.6%の生徒が ・県内企業からの求人が 管理職を含めた県内企

と部活動の活性化。 をめざす。 教室は楽しいと回答している。 少ないので，企業開拓の 業への求人新規開拓をよ

［特別活動課・体育科］ ・商業科では，全商 1 級 3 科目 ・ 1 級 3 種目以上取得者 48% 部活動は活発で「文武両道」 必要がある。 り積極的に行う。

以上取得者 50 ％以上をめざす。 （ 2 月末現在） のもと，多くの部が活躍した。

②生徒会活動の積極 活動計画 活動計画による実施状況 就職内定率については，厳し

的広報と生徒会活動 《全校レベル》 《全校レベル》 い経済情勢のなか， 100 ％を達
への理解を促す。 ・生徒会活動の活性化を図る。 ・壮行会等において役員が自主的な進行 成できた。

を行う。

③各種委員会の活性

化。［特別活動課］

≪下位組織レベル≫ ≪下位組織レベル≫ 各下位組織自己評価

［ 学 力 向 上 検 討 委 員 会 ・ 進 路 目標①［ 学 力 向 上 検 討 委 員 会 ・ 進 路 ［ 学 力 向 上 検 討 委 員 会 ・ 進

指 導 課 ］ 指 導 課 ・ 特 別 活 動 課 ］ 路 指 導 課 ・ 特 別 活 動 課 ］

・部活動と学習の両立を，ホー 表彰や壮行会を行

ムルーム活動や学年集会等で指 ・壮行会，表彰伝達等で部員の意識高揚 うことで生徒の一体

導する。 や学校としての団結力等を育成できた。 感が醸成された。

・部活動紹介や壮行会，表彰伝 Ａ
達等で生徒の意識高揚を図る。

・面接指導等を適宜行って，両 ・部活動顧問等による面接を適宜行って

立できるよう注意していく。 いく。

・面接指導等をとおして，生徒 ［進路指導課］

の特性や長所などを把握する。 面接等で生徒の力 ・普通科のみでなく，商 生徒に高い進路目標を

・オープンキャンパス参加等で の把握ができている。 業科生徒にも積極的にオ 持たせる取組を，様々な

進学への意識づけを行う。 オープンキャンパ ープンキャンパス参加を 角度から検討し，１年次

・職業観や勤労観の育成に努 ・外部講師によるビジネスマナー講習会 スにはほぼ全員が参 すすめる。 より積極的に実施する。

め，キャリア教育を推進する。 や進路指導講演会を実施し，将来の就職 加している。

・検定対策補習や進学補習を充 等への心構えを学んだ。 Ａ 補習の充実を図り， 土曜補習のあり方を全

実させる。 土曜補習も実施した。 職員の共通理解のもと再

・卒業生との進路対談会等を実 卒業生の話を聞く 検討する。

施する。 機会も設定し経験が

参考になった。
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自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点課題 重 点 目 標 評価指標・活動計画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

人 権 教 育 の 《全校レベル》 評価指標 評価指標による達成度 総合評価
推 進 と 環 境 ［Ⅵ］ 重点目標：［１］ 重点目標：［１］ ・人権に配慮した教育活 生徒対象の人権問題講

美 化 教 育 の ・生徒一人ひとりの ・『人権新聞』発行回数 7 回以 ・富東『人権新聞』の発行回数は 7 回発 （評定） 動については，アンケー 演会の実施。

実践。 人権尊重の精神を高 上 行できた。（中学校の人権問題意見発表 ト結果から（生徒） 79.8%
め，人権感覚をみが ・生徒対象の人権教育講演会等 会の作文も含む。） （保護者） 94%と，概ね 教職員研修の実施回数

くために，教育活動 の実施 ・今年は，生徒対象の人権教育映画会を Ｂ 達成されていると考えら を 4 回実施。（内 2 回は外
全般をとおした人権 ・人権問題教職員研修会を年 4 実施した。 れる。今後は，生徒の数 部講師によるワークショ

教育の取組を充実さ 回実施 ・職員人権研修会は 3 回実施した。 値が 85%程度になるよう ップの実施）

せる。〔人権教育課〕 ・ＰＴＡ研修会（教職員を含む）を 4 回 指導方法や内容等の工夫

実施した。 改善をしていく。 実施日の検討。

・校舎内外の環境美 ・教科会を可能な限り実施す ・実施できなかった。 （所見）

化に努め，学校環境 る。 『富東人権新聞』で取り扱う 体験をとおした学びの

をととのえる。 課題をもう少し幅広く選択でき 活動を少しずつ充実させ

［環境・保健厚生課］ ればよかった。 る。

研修会ではワークショップを

≪下位組織レベル≫ 活動計画 活動計画による実施状況 取り入れた研修を実施できた。 ワークショップ形式の

①人権ホームルーム 《全校レベル》 《全校レベル》 ホームルーム活動で取り扱う 研修については，ＰＴＡ，

活動の充実 ・各クラスの状況に合わせて， ・人権ホームルーム活動 テーマを一部変更し，新しい資 教員対象にとどまらず，

②各教科における人 資料等を探し，展開等を工夫す 1 年・ 2 年は 6 回， 3 年は 5 回実施。 料で実施することができた。 生徒の活動にも取り入れ

権学習・人権教育の る。 清掃時に全ての生徒が自主的 ・新校舎を美しく引き継 ることを検討する。

推進 意欲的に取り組めているかが， いでいけるよう，清掃活

［各教科・各学年］ 課題である。新しい校舎を美し 動に取り組む。

く引き継いでいけるよう，継続

して生徒・職員がともに取り組

んでいくことが必要である。

≪下位組織レベル≫ ≪下位組織レベル≫ 各下位組織自己評価

［ 人 権 教 育 課 ］ ［ 人 権 教 育 課 ］ ［ 人 権 教 育 課 ］

・富東祭において「人権展示」 ・富東祭において人権問題啓発ポスター 昨年度に比べやや 「人権展示」は，今以

等を行う。 の展示，人権週間（ 12 月）にポスター Ｂ 作品数が少なかった。 上に中高が協力して実施

標語・書道作品の展示。 する。

［環境・保健厚生課］ ［環境・保健厚生課］ ［環境・保健厚生課］

・学期末や行事の折に大掃除を ・回数と時間が少なかった。 校内美化に関する

実施する。 様々な取組が行われ

・紙の有効利用等，省資源活動 ・リサイクルやリユースに協力した効果 ていると答えた生徒 学校版ＩＳＯの周知徹

に取り組む。 は大きい。 Ａ’ は， 58.2%であった。 底と節電節水及び環境美

・資源ゴミの分別収集をし，ゴ ・特別教室や職員室からでるゴミの分別 70%台になるよう， 化（校舎を美しく大切に

ミ削減に取り組む。 ができていなかった。 清掃活動にもう少し する）について，生徒の

・廃油（天ぷら油等）の回収活 ・職員生徒ともに協力的であった。 真剣に取り組みたい。 意識啓発高揚を図ってい

動に取り組む。 く。


